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乙第 3号

大阪経済大学経営学部教授会議事録 (12-10)

II日 時
E.場 所
Ⅲ.出 席者

IV.議  題
１
‐

２

３

，

４
，
ａ

６
．

７

８

2012年 9月 28日 (金) 13186～ 15:58
E館第 1・ 2会議室
経営学部長他 計 39名

出 欠 表

○ 井形 浩治 ○ 東  裕― ○ 栗田 聡子
○ 池島 真策 ○ 池野 重男 ○ 曽根 秀一
× 伊藤 裕人 ○ 伊藤 正之 × 徳永 佳子
〇 江島 由裕 ○ 黒田 尚樹 〇 張 又心 Barbara

○ 太田 一樹 ○ 田中 健吾 ○ 橋谷 聡一
○ 北村  賞 0 田村 俊之 ○ 福田 圭三

○ 冽にホ寸  毛艶自F 〇 逮原 智文 ○ 松田 Ｒ
●
百
コ温

○ 栗城 利明 ○ 林  幸一 × 山口 敦子
○ 後藤 一郎 ○ 林田  修 ○ 横内 恵
○ 鈴木  滋 ○ 藤澤 宏樹
○ 二宮 正司 ○ 藤嶋  囃
○ 樋口 克次 ○ 堀竹 学
〇 本田 良巳 ○ 本間 禾I通
○ 六浦 英文 ○ 増村 紀子
○ 吉井 康雄 ○ 増山 裕―
X 渡辺 大介 ○ 三島 重顕

○ 山田 文明
○ 吉野 忠男

【教授】16名  【准教授】18名  【講師】9名
【合静[】 43名 【定足数】20名
○璽出席、△=遅刻 (10分以上)、 A=遅刻 (30分以上)、 ▽中進退出
出欠確認 :池島Ell学部長

入試判定について

教務に関する件

本樫 壼二畳L_…__、_…… .・・・・̈ つ………………………―――一―……………―一――
学生部に関する件
進路支援に関する件
人事に関する件
カリキュラムについて
その他
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2,～パの代↓
(1   口 004/004

ァ、′・2ゞo、ツ乞

(4)

(6)

(7)次年度特任教員の任用手続きについて 《井形学部長》
標記について、学lll長が作成すべき授業計画につきカリキュラム委員会の意見を聞いて行うことを

含め、任用手続きについて説明があった。

′月′る日

‐66Ⅲ
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乙第 4号証

大阪経済大学経営学部教授会規程

1991年 7月 22日制定

2012年 1月 20日改正

(趣旨)

第 1条 この規程は、大阪経済大学学則 (以下「学則Jと いう。)第 5条に基づ
き、経営学部教授会 (以下「教授会」という。)の運営について、必要な事IEE

を定める。

(審議事項)

第 2条 教授会は、次の事項を審議する。
(1)学部の機構、組織ならびに制度に関する事項
(2)学則ならびに学部諸規程の制定、改廃に関する事項
(3)学長の選任および退任に関する事項
(4)教員の任免および昇降任に関する事項
(5)教員の互選すべき学校法人評議員候補者の選出に関する事項
(6)本項第 3号から第 5号までを除く、教員の人事に関する事項
(7)教授および研究に関する事項
(8)学科、課程、授業および学業評価に関する事項
(9)学生の入学、卒業、その他学生の身上に関する事項
(10)学生の補導、厚生に関する事項
(11)学長から諮問された事項
(12)そ の他学部運営上重要と思われる事項
(構成員)

第 3条 教授会は、経営学部所属の本学専任教員をもって構成する。
2 学部長は、必要があると認めたときは、構成員以外の職員を教授会に出席さ
せ報告または意見を求めることができる。ただし、表決には加えない。

(招集)

第 4条 教授会は、学部長がこれを招集し、その議長となる。
2 やむを得ない事情のため、学部長が欠席する場合は、学部長の指名する者が、
これを代行する。

第 5条 学部長は、学長または教授会員の 3分の 1以上の者から、会議に付すべ
き議題を示して会議の招集を請求された場合は、すみやかに教授会を招集しな

ければならない。

第 6条 会議事項は、原則として開催日の 3日前までにこれを公示しなければな
らない。
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乙第 6号証

No.530-62四天王寺国際仏教大学事件 (大阪地裁昭63.9.5決定)人事 (自宅待機命令)契約 (内割

lyll

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
事
件

一　
自
宅
待
機
昴
令
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昇

給
等
に
お
い
て
差
別
さ
れ
る
ほ
ど
の
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り
、
単
に
労
働
者
の
就
労
義

務
を
免
除
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
就
労
請
求

権
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
右
自
宅
待
機
命

令
の
効
力
停
止
の
仮
処
分
申
講
は
、
被
保
全

権
利
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
却
下
を
免
れ
な

い
と
さ
れ
た
例

一
一　
研
究
室
、
図
書
館
な
ど
に
立
ち
入
り
、

研
究
施
設
や
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
、
教
授

会
に
出
席
す
る
こ
と
の
妨
害
禁
止
の
仮
処
分

申
請
に
つ
き
、
右
諸
権
利
は
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
、
右
申
請
が
却
下
さ
れ
た
例

０
　
本
件
は
、
「
礼
拝
」

へ
の
出
席
状
況
が

き
わ
め
て
不
良
で
あ
る
こ
と
、
副
学
長
の
出

頭
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す

る
大
学
専
任
講
師
に
対
す
る
懲
戒
解
雇
を
無

効
と
す
る
仮
処
分
決
定

（四
天
王
寺
国
際
仏

教
大
学
事
件
大
阪
地
決
昭
６３
・
４
・
２０
労
判
五

一
七
）
の
翌
日
に
同
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た

一帖榊］呻韓］］分号。中斜脚疇”の｝

つ
意
味
に
つ
い
て
の
配
慮
が
足
り
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

０
　
本
決
定
は
、
研
究
室
、
図
書
館
の
利
用

に
つ
い
て
も
、
「
教
育

・
研
究
を
す
る
と

い

う
労
働
契
約
上
の
義
務
の
履
行
を
前
提
と
し

て
、
そ
の
義
務
の
履
行
に
必
要
な
範
囲
に
お

い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
」
に
す
ぎ
な
い
も
の

と
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
、
こ
れ
も
、
大
学

教
員
た
る
地
位
に
あ
る
者
か
ら
す
れ
ば
、
大

い
に
異
論
の
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
．
す

な
わ
ち
、
研
究
活
動
は
、
使
用
者
に
対
す
る

直
接
的
義
務
と
い
う
よ
り
も
、
「研
究
者
」

と
し
て
の
権
利
、
す
な
わ
ち
、
図
書
館
、
研

究
室
の
利
用
は
右
研
究
活
動
の
保
障
の

一
部

と
し
て
の
労
働
契
約
上
の
権
利
た
る
も
の
と

し
て
よ
り
強
く
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
教
授
会
の
役
割

は
、
大
学
ご
と
に
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
基

本
的
に
は
、
教
育

，
研
究
に
関
す
る
基
本
的

事
項
の
最
高
議
決
機
関
で
あ

っ
て
、
そ
れ

ヘ

の
参
画
は
同
様
に
、
義
務
と
い
う
よ
り
も
、

労
働
契
約
上
の
権
利
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

か
い
す
る
な
ら
ば
、
研
究
諸
施
設
の
利
用
や

教
授
会

へ
の
出
席
権
も
ま
た
、
就
労
請
求
権

の
範
ち

ゅ
う
で
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い

し
、
ま
し
て
や
、
「
私
物
の
書
籍

・
史
料
は

研
究
室
以
外
の
場
所
に
置
く
こ
と
も
可
能
で

あ
り
、
ま
た
、
中
請
人
の
研
究
に
必
要
な
書

籍

・
史
料
は
大
学
の
図
書
館
以
外
に
も
存
在

自
宅
待
機
命
令
に
対
し
、
有
専
任
講
師
が
、

０
右
自
宅
待
機
命
令
の
効
力
停
止
、
同
図
書

館
、
研
究
室
等
の
利
用
、
教
授
会
出
席
に
対

す
る
妨
害
禁
上
の
各
仮
処
分
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
決
定
は
、
い
ず
れ
の
請
求
に

つ
い
て
も
、
被
保
全
権
利
を
欠
く
も
の
と
し

て
、
申
請
を
却
下
し
た
。

の
　
大
学
教
員
に
と

っ
て
学
生
に
対
し
講
義

を
す
る
こ
と

（教
育
）
は
第

一
義
的
に
言
え

ば
義
務
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
に
と

ど
ま
る
も
の
か
は
少
な
か
ら
ず
疑
間
で
あ

る
。
そ
の
職
務
内
容
の
特
殊
性
か
ら
す
れ
ば
、

学
生
に
対
す
る
教
育
の
場
を
も
つ
と
い
う
こ

と
は
、
使
用
者
に
お
い
て
も
侵
害
す
る
こ
と

の
許
さ
れ
な
い
ひ
と
つ
の
権
利
た
る
性
格
を

免
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
右
は

就
労
請
求
権
の
範
ち
ゅ
う
で
語
ら
れ
る
も
の

と
い
う
よ
り
、
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
教

育
者
で
あ
る
と
い
う
、
大
学
教
員
の
地
位
な

い
し
職
務
内
容
の
特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
本
決
定
は
、
大
学
教

員
に
と
っ
て
の

「教
育
」
と
い
う
こ
と
の
も

621989. 2. 15(No.530)
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乙第 7号証

14成 劉年分 給与所得の源泉徴収票

支 r、

む受け

る 者

嵯
所
Ｋ
は
辱
所

奈良県橿原市地黄町172-2 氏

　

名

(受

`1循

辞号)ヽ9?003

(ツ リガチ)  "ツ r ヤスオ

吉井 康雄
敏 t払 金 額 祐与所得棲餘 fその生和 所得識除の孤の 合計額 源 泉 旅 収 晩 願

給牟1賞与

 ヽ             円

11)252,500

日

11)839,875

円

2,612,960
向            円

1,508,500

剛鮮
鷹は

■
熱
¨

芍
有
略
の 崚除の飯

塩
蹴詔:闘贅・ 1象 にた蜃rlく ) 等のた薇 汚選障な

・
`

u“を隊ン2本「
′,控眸板 露看繕命腸描

特  定 老  入 その他 特 ,]

0 0

緯

^

ol o 2 olo 0

0
1,092,960 0 0

チ鷲罷焔  韓 賊 年

首ι腸者 志津子  子 秀和、千裕

1,喚
'1事
の仁領

"
外資Eり fス晩■:υ〉食』 0

認松●の合dキ所il OF 暫匂 へ′F食保晩}:のた願 0

新生命1■唆ざ:い 奎細 5平 3旬 人年全保,た|:V,上預 0

||ヨ生やI♀僚す}の會裔 0「 8彙 湖la害 |ゝ険ヶI′
'魚
瑕 0

゛
曖
十
織

●
笈
■
贅

ｔ
成
厚
子

ｔ
ｔ
ｔ
織

ヽ
幻
た

続

吝
‘

乙

1,

贅ヽ
=`●
イ

“

I 栞
“ 準

釣
省
学
生

甲,“ llt',■バ穴 父 構 【 翼 亭 月 ‖

符
制

】
崚

お

刑 批磁 地穏 年 日 研 大 |18 平 1年 iコ |ヨ

| | | | | |

ス̈
　

‘

　

者

佳綺 (居

")スは鵞iに地
蒔

氏■スIt名 辱 学校法人
~天
阪経済大学 06-6328-2431



201303/12 TUE 18112 FAX 06 6323 5510俵 法 律 事 務 所 囲 057/066

乙第 8号

平成 25 年分 握
職
鴨
得
%源
泉
ず
気 収
曇

支 払 を

受ける者

住所又は居所 奈 艮県橿原雨地貢町 72-2

平成 25年 1月 1日

の  住  所 同  上

フ  リ  カ
゛
  リ

氏 名

(役職名)        ヨシイ   ヤスオ
吉 井 康 雄

区 分 支 払 金 額 源泉徴収税額
特 別 徴 1又 税 額
市町村 民親 道府県民税

折得税法第201条第1項第1号並びに
地方税法第50条の6第 1項第1号及び
籍328条の6第 1項第1号適用分 13

子

370

!!|

000

千

275

円
|「

209

「 1

100

千

139

「 |

400

訴得税法第201条第1項第2号並びに
地方税法第50条の6第 1項第2号及び
新328条の6第 1項第2号適用分

所得税法第201条第3項並びに地方
税法第50条の 6第2項及び第328条
の 6第2項適用分

退 職 所 得 控 除 額 動 続 年 数 就 職 年 月 日 退 職 年 月 日
ノJ,'J

640
16 年 平成9年 4月 1日 平成25年 3月 31日

(摘要 )

支 払 者

住 所 (居所)

又は所在地
大阪 lli東淀川区大隅二丁目2番 8号

氏名又は名称 交法人 大阪経済大学      鱈言舌)06-6328-2431

整 理 ②



乙第 9号証

□058/066201303/12 TUE 18113 FAX 06 6323 5510俵 法 律 事 務 所

四天王寺国際仏教大学事件 (大阪高裁平元.2.8決定)契約 (内容)人事 (自宅
`キ

機命令) No.551-84

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
事
件

自
宅
行
機
昴
令
の
効
力
停
止
、
図
書
館

・

研
究
室
等
の
利
用
　
教
授
会
出
席
に
対
す
る

妨
害
禁
止
の
各
処
分
申
請
に
つ
き
、
保
全
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
も
申
諮

が
却
下
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
例

ｍ
　
本
件
は
、
「
礼
拝
」

へ
の
出
席
状
況
が

き
わ
め
て
不
良
で
あ
る
こ
と
、
副
学
長
の
出

頭
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す

る
大
学
専
任
講
師
に
対
す
る
懲
戒
解
雇
を
無

効
と
す
る
仮
処
分
決
定

（四
天
王
寺
国
際
仏

教
大
学
事
件
大
阪
地
決
昭
６３
・
４
・
２０
労
判
五

十
七
）
の
翌
日
に
同
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た

自
宅
待
機
命
令
に
対
し
、
右
専
任
講
師
が
、

“
右
自
宅
待
機
命
令
の
効
力
停
止
、
０
図
書

館

，
研
究
室
等
の
利
用
、
教
授
会
出
席
に
対

す
る
妨
害
禁
止
の
各
処
分
を
求
め
た
も
の
で

あ
る
。

０
　
こ
れ
に
対
し
、　
一
審
は
、
自
宅
待
機
命

令
は
単
に
労
働
者
の
就
労
義
務
を
免
除
す
る

も
の
に
す
ぎ
ず
、
就
労
請
求
権
が
認
め
％
れ

な
い
以
上
、
右
ｍ
の
仮
処
分
申
請
は
被
保
全

権
利
を
欠
く
Ｌ
し
て
、
ま
た
、
‐口以
に
つ
い
て

も
、
被
保
全
権
利
を
欠
く
と
し
て
、
い
ず
れ

も
右
申
請
を
却
下
し
た
が
、
本
決
定
は
、
右

彼
保
全
権
利
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ

と
な
く
、
右
い
ず
れ
の
仮
処
分
申
請
も
保
全

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
申
請

を
却
下
し
た
。

０
　
研
究
者
で
あ
り
、
か
つ
、
教
育
者
で
あ

る
と
い
う
大
学
教
員
の
地
位
な
い
し
職
務
内

容
の
特
殊
性
か
ら
す
れ
ば
、
授
業
を
も
つ
こ

と
、
研
究
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
い
ず

れ
も
重
要
な
権
利

・
利
益
で
あ
り
、
そ
の
侵

害
は
、
日
々
、
回
復
し
難
い
不
利
益
と
精
神

的
苦
痛
を
生
む
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

点
か
ら
す
れ
ば
、
判
旨
に

一
理
を
感
ず
る

一

方
、
緊
急
の
救
済
を
得
な
い
と
す
る
対
応
も

十
分
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
本
件
は
、
少
な
か
ら
ず
微
妙
な
問

題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

【決
　
｛墨

抗
告
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一月
田
　
文
明

右
代
理
人
弁
護
士
　
　
　
　
　
一戸
谷
　
茂
樹

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］石
嶋
　
修
治

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
田
　
健

一

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
精

一

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
島
　
義
久

相
手
方
　
　
　
　
学
校
法
人
四
天
王
寺
学
園

右
代
表
者
代
表
理
事
　
　
　
　
森
田
　
騨
朗

王ヽ

文

本
件
抗
告
を
棄
却
す
る
。

抗
告
費
用
は
抗
告
人
の
負
担
と
す
る
。

理

由

一　
本
件
抗
告
の
趣
旨
及
び
理
由
は
別
紙

の

と
お
り
で
あ
る
。

一
一　
当
裁
判
所
の
判
断

１
　

一
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
次
の
各
事
実
が

一
応
認
め
ら
れ
る
。

０
　
相
手
方
は
、
聖
徳
太
子
の
精
神
に
則

っ
て
学
校
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る

学
校
法
人
で
あ
り
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
（文
学
部
、

短
期
大
学
部
）
、
四
天
王
寺
高
等
学
校
な
ど

の
私
立
学
校
を
設
置
し
、
そ
の
業
務
の
執
行

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
を
構
成
す
る
理
事
の

う
ち
、
宗
教
法
人
四
天
王
寺
代
表
役
員
の
職

に
あ
る
者
が
理
事
長

（学
圃
長
）
と
な
り
、

相
手
方
を
代
表
し
て
執
行
し
て
い
る
。
し
か

― {反 日召大
審 処 63阪
1分 l‐7i高
大 中 五 載
阪 請 ○
地 抗 二 平
決 告 号 元
日召       ・
63棄 意 2
・ 去P思 ・
9 表 3.示 決

身 霧
定

判  力
五  停
=  止○  等

841990, 2. 1(N。 .551)


